大山オオタカの森営巣環境整備事業（更新伐・除伐）特記仕様書
１　目的

この仕様書は、鳥取県が請負業者に委託する大山オオタカの森営巣環境整備事業（更新伐・除伐）（以下「本業務」という。）を円滑かつ効果的に運営するために必要な事項を定める。

また、この特記仕様書以外は、鳥取県森林整備事業等事務取扱要綱、鳥取県森林整備事業仕様書、鳥取県森林整備事業施工管理基準、鳥取県森林整備事業等業務検査規程を準用し、詳細は監督員と協議して決定する。

２　業務期間　契約締結日から令和９年１月２９日まで

３　業務場所　西伯郡大山町豊房地内

４　業務内容

（１）更新伐
※伐採本数　マツ１０５本、枯れマツ及び雑木１１３５本（当初設計数量）
※伐採材積　マツ４２．７８m3、枯れマツ及び雑木１８２．６９m3（当初設計数量）
　ア　別途に示す区域のマツ、枯れマツ及び雑木を伐採し、マツの良質材は「オオタカの　森林産物」として米子木材市場へ搬出すること。
　イ　調査野帳NO.に示された伐採木のみを伐採すること。
　ウ　マツの不良材（変形、小径木など）、枯れマツ及び雑木は、枝葉等もまとめて最寄りのチップ工場に搬出して売却すること。

　エ　伐採、搬出後に伐採区域及の測量を実施し、区域平面図を提出すること。

（２）除伐
　　　林分密度２,８００本/ha程度の成立本数を目指し、マツの劣勢木（胸高直径５cm以下、樹高５m以下のいずれか）及び広葉樹を伐採する。
なお、マツがほとんど生育していない区域については、広葉樹のうち特にヤマザクラ、ウワミズザクラ、ウリハダカエデ等、小鳥の餌となる木を残し、その他の先駆性樹種（アカメガシワ、ヌルデ、クサギ、ネムノキ等）は伐採する。
５　注意事項

（１）本業務は国立公園内での作業であるため、十分な配慮をもって施業すること。

（２）本業務の施業に当たっては常に安全に留意した現場管理を行い、災害の防止を図ること。また、事業案内看板で周知する等、事業関係者以外の者への安全管理にも留意すること。
（３）業務の現場に関係者以外の者の立ち入りを禁止する必要がある場合は、本業務の現場においては、ロープ等により囲うとともに、立入禁止の標示をする等十分な措置を講じること。
（４）チップ工場等への持ち込み材の買取価格を設計金額から控除する。
（５）チップ工場への搬出量は出来形数量に応じて設計変更を行うのでマニフェスト又は伝票管理を行うこと。
６　現場管理費補正
本業務は、熱中症対策に資する現場管理費補正の対象業務とする。

熱中症対策に資する現場管理費補正の試行要領について（令和元年6月12日付第20190006875号県土整備部長通知）に基づき、業務着手前に提出する業務計画書に、https://www.pref.tottori.lg.jp/285759.htmに掲載された本工事調達公告日時点で最新の同要領の規程に従い業務期間中における気温の測定方法及び計測結果の報告方法を記載すること。
７　週休２日工事
本工事は、鳥取県治山工事及び林道工事における週休２日の取得に要する費用計上実施要領(令和6年4月26日付第202400033117号森林・林業振興局長通知及び第202400031869号治山砂防課長通知)の対象工事である。https://www.pref.tottori.lg.jp/317565.htmに掲載された本工事調達公告日時点で最新の同要領の規程に従い週休２日工事を実施すること。
